














1.はじめに 

本研究では、小児の乳幼児期の発達について、新生児期より prospective な追跡調査を行

ない、行動異常発現の Risk Factor となるものを抽出して、各因子間の関連や、実際の育

児困難の現象との関連を検討し・行動異常発現の dynamics について考察を加えようと試み

ている。 


